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Mass screening for colorectal cancer

Yukifumi SAITO, Toshiyuki KATO, Masayuki NIWA and Kazuei OGOSHI

Division of Internal. Medicine, Cancer Center Niigata Hospital

   The mass screening for colorectal cancer using fecal occult blood test has been 

carried out since 1984 in Niigata city and since 1985 in Maki town. In total, 6040 

cases for 4 years in Niigata city and 6412 cases for 3 years in Maki town were ex-

amined. As the result of these mass screening, multiple colorectal cancer and polyp 

were detected. The grand total with colorectal cancer was 7 cases (0.12°%) in Niigata 

city and 17 cases C027%) in Maki town. In the fecal blood test, firstly Hemoecult 

slide was used in single day. Buto the false positive rate was high and 4 of false ne-

gative cases were encountered in this series. To avoid false positive and negative 
cases, we used immunological fecal blood test ( Latex agglutination test and 

R-PHA test) with high sensitivity and specificity for human fecal occult blood from 

1.986. As the result, cases who must he removed minute examination were decreased 

in rate bolos But we think that year after near examination should be necessary 

for unknown false negative rate.

Key words. hii c screening for colorectal cancer, lanmunological fecal occult blood 
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は じ め に

1ヨ本 人の.大腸縄死ll上徹 は老齢 ・k口の増 茄 と食生活の欧

米化に伴い増加 し,消 化舘系藻の部位 別年齢 訂正 晃亡率

によれば、 日本 人に.最も多い胃溝 な20σG年には追 い抜 く

と推定 されて い る1謁.そ.の 地 煙分 布は都甫 に多 くよ,

農業 暢 早:の新潟.県では元来少なか 一,た.1.,か し工9劔年ρ)

新潟県 に.:揺ナる大腸癌の死亡数は,.全 悪性新生物 死亡数

の レ.トで 男 性 て.胃癌 ・肺 癌 に.次い で 第3位, .女.性で は 躍癌

に 次 い で第2位 を 占 め,増 え て ぎて い る,こ の た め新 縦

県 で も大 腸 癌 の 了・防 報 策 ∴え.て ρ＝状1憐 癌 検 診 が試 み られ.

ζ〕」.二うト「オ∫一⊃北＝Ll.～う嵩ヒ.ド1∫設¢｝方海く謹論｝ご＿関 し..てきよ全 国E均

きこも・ ㌧・ま≠ご舶….Lヱされ.げて二お 芝.ゴザ,198.生 を↑三の 全 巨訂ゴ三要 医 療

多幾1葉｝σ)－:'7ンウ.イ.ト訓」:査『ぐ《)色々び)フゴ註た一で｝手∫.手⊃オ了.一.こし1る、噌｝.

本編 で は 新 潟地 区 で 我 々が 行 っ て い る.大腸 癌 険 診 に.つ い
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対 象 と 方 法
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診受検番を対象として,胃検診と同時に行っているす検

診地区は都市型の新潟市と農相型の巻町の宏か酢 で,漸
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漏市は旦98洩奪b賢番田Tは息985年から検診を開始 している早

射 ぬ区鞘検診方法は図 畳,図 盟のとお りである書受検

者の抵抗感や煩わ しさを配慮 し,初年度は健勝ぬテ洗卜

にへそカル トJbAライ ドとシオノギスライ ド隅を用い,

次スタを仁一エソダに〆､､モか レトスライ ドサ二次スダリ--

エソダかこ,L′＼オノギスライ ドBを用い 且日法で検診を開始

i,がだいる書その後,毎年讃法を少 しづつ改良 し5息9鋸年

以降は磯部 削隈を行わずかこできる免疫学的廃藩励振鑑三

iト:I:＼沃.ItI-ti.＼∴1､,I..･＼｢川＼ 凝(巨.上 早 畑∴ l圭3

法で行 -つている叶問診表 を尭勝疾厳の家族歴と既往歴,

血便の有無)は療考資料と亀甲〟′て配布 したが軍費精練の対

象とは しなかJ̀｡た¥機番r窮もテ鼠卜での陽性者は全て繁簡

検者とし 太腹鷺線検査が太腸内視線換盤を必ず行 う挙

り 二｢.∴十∴･.最上言畑 冊 串守ト ト '~. ~土日 ･t･､世情 裡撞

娩蜜を行っている,

成 績

1. 新潟市における検診成括 ､表 卜

挽診受検者数は且98後年から且987年まですそれぞれ567

風 鼠桁粉乳 且5且5名,望308名で健かではあるが増加 して

おり,級受検者数は6040名である.繁簡棟者は初年度は

1r,rl･7･‖いい･㍉車 ･ 上声,免軒 告佃 湖 面 .-∴十十

用いるようになってから,19溢年5劇 %ァ3987隼且.望蟻

と効率の鋸 う検診となっている.4年間3の検診でそれぞ

れ太腺癌が望名 酢 35%), 0名チ 望名 軌 33%), 3名

･･(Ll宮∴ 症㌦1r;乍r,rJl･lL'し-い∴ 早甘 十㌦ .㍉tミ子'I I.価

｡.∴ l甘 ≡州･丁情 , 丁.(:宜 l帖 .t仁子･r;.0.コtうtlい∴

統計3望鷹 臓J33%)発見きれているかなお大腸癌の ?塞

車5名聞 B繍 )は登園癌で予発生部隊は直腸 3風 S

状結腸 3私 鱗縛結腺 且名と下部大勝に多いセなお大腸

癌の全症例が絶対的治癒切除綱 £されている年受検者に

k十卜雄 墨ゝJJ日工｢最上L-.､吊 黒鳥 L.M'リ㌦.I.州い(ト 上了(I

/O首であったが警隠-PHA 法をこ変更 してからは乱掘3%と激

減 しているu Lか し開検者に対する偽陽性率は過去3年

いるが,37砂田%とまだまだ高い.なお逐年受検者は少な

宅数籍であるネ

コ. 巻町における検診成績 i衷 i!】

軌 十紺 三井言J細網 .∴ lLV'帖 .)洲 廿 :コ､It汁‖ノ･ト 1!1(iT

隼 :離 清風 総計朗ほ名で,要約換率はそれぞれま望す3%き

転や協議%,且軋8%である甲この要精後者のうち精密検登受

%)で年々減少 している･検診の結鼠 大腸癌は初年度

冒名 称 38%),次年度 1名 札 04%),3年度 9名 酢 職
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葱 丑 健 潜 血 テ 射 ､虻 よ る太 勝 癌 検 診 - 新 潟 市 -

昭 和 59年 度 昭 刺 繍 年 度 昭 和 削 年 度 昭 和 62年 度

㌦＼そ カ ル トス へ そ 敦ル トス 許 諾 C A - R M-P tlA

ラ イ ド 且臼法 ラ イ ド ‖ 三ぎ法 工 11 lH沃 且日法

受 検 老 567 上 り甜 及予5i5 ゴ十二宜楢

牽 楕 検 老 洩5(7.9戎タ,6') =ー巨 ti.l二㌦+ 88(5キ8且%) Jtiパー21㌦十

大 量艶 癌 2用.35.%) い ゴ川十lHt' 十0十13%十

仁腎 臓 癒 ) 守十 守1 一十

ポ リ --.- フ 郎1.06%) l∴いい言0㌦十 7摘凋6%) tS(町井十o+

輿 常 な し 望6 66 56 川

受 験 者 をこ対 する 偽 陽 性 率 錆/567(I壇.59%) 66/豆650(4.00%) 56′/廉 息5甘 7秒%1) 描/̀器の8乱 射護%)

寮 望 健潜血テス トによる太腹癌検診-巻地区-

昭和6.0年度 昭和6且年度 昭和6翌年度

温田法 lE-:三遷洗 1日沃

受 験 者 五平856 盟,胡:捕 L!十伸べ

大 腸 癌 十O言S㌔十 巨0十い1㌦十 中畑骨㌦十

し一.‥ 払 】1う･lT手':10.1!7% :})tL甘 1･十 十 , ･̀､l畔 上トー~1言

賂計5複名 乱 換洩%うであるtこの太腺癌膵名中畢期癌は

7名 聞 .2%)で予その発生部位は直巌 6私 S状結腸

複風 下行結腸 望名声敏行結腸 息風 上行結腺 表象 盲

腸 望名で下部太腹が護0名 (惑乱8%)と約半数を占めてい

る.逐年検診をこ関 して声 3年間をとお Lての逐年受検者

は朗且望掛率郁冒名 (且OA%)管,検診 3年目 拍987年度)

の新規検診受検者は28鵬名車71魂名 湖 中望%吊 こ過ぎず守

比較的多 くの人が逐年検診を受けているヰこの逐年換診

嘩結鼠 運搬7年をこ発見された大腸癌 9名車複名 湖 ･嶺%r盲

が過志 望年間の太腹癌検診で見逃され ていたCその内訳

7:M

年の僚潜血テス ト陰性 望名字浸985年健勝血テス ト陽性で

め--jたが精密検査で巣鷹なしi名である.

考 桜

大腸癌は約7り%が直腸やS状結腸の下郡太腹をこ発生 L予

その主症状の約30%を血便や下血で占めているのが臨床

所尾の柊徽5蠍 であり,この点をこ注 目して漉腺癌の集団

検診網 子われ ている曲その主な方法は 通.健潜血テス ト

をこよる方法や慧命S状結腸鍍検査 (太腹内視鏡後塵)をこ

よる方法,3･簡易式注腸器を履いた浅場検査をこよる方
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検 査 方 法

健潜血反応
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東 詔 大勝癌検診方法

長 所

簡単車安価

多人数も"蔓運用巨

確倍率狛鋸 ､

下部太腹までな

･L:十十㌧∴ト

寝ず訂3率が高い

観察範囲が広も

短 所

偽陰性と偽陽性が多い

食肇制限が必驚

二次スクリ -エソグが

煩雑

早期癌の発鼠は難しい

前処贋が必堂

ある程度の首猶綱半う

検蜜大数が限られる

消霧細を書き髄がある

観察範囲が隈に)れる

畔 上 r.∴∴ :1'･

離処鰹が難しい

娩慶を一二苦痛を伴う

検査人数が限られる

法である甲それぞれの最所や短所は養 詔のとおりで下

僚潜血テヌ汗 は 磯 柱-:民検診に予太腹内視鏡検査や注腸

検査は トノタ検診や職域検診をこ-,王糾 村いられている･

こ6]〟)車でも最も簡便で,安価で.受検者の苦痛が少なくt

大きな教団を短時間で処理できる釣が予健勝鉦 )ここ環卜をこ-

よる検診であり,小林7)が述べている大腸癌U)スタ針山

こンrjグ検査の至遜条件を巌も多く満た しており亨現存広

く普及 している,この健潜血テストによる大腸癌のノ式jj

リ---エソダ検査法は 鰐m矧 げ 8'がグW門 7･ソク法をノ狩葺い

た釣が最初であるも畏級ダアヤ ブタ法による健潜血スラ

イドが廃潜血テヌ日､臣ごよる教授健 診の 蛸 もとなっている･

Lか L太腺癌は間駁翻 塁畑翫すると言われており9)ま0),

鞄陰性机 圭搾 すい.そこで見落とLを防 ぐ臣三遷的で,健潜

血スライド詣日法が 葺脆 行われている‖112)隼 我々も

へそか レトスライド‖ 臓三と営門法を比較検討 し 太腹

進律 義と畢期癌の健潜血テス ト陽性率は,それぞれ 且巨讃

しま∴ 7.-'.(lOLト 川.7いい.告 上し■~パパ.黒い ;:)()甘'L,-1:Llj吉tl･jl.-

得てチ早期癌の発見を酎ねとすれば亨少なくとも2巨ヨ法

でな縛ればならないと考えている.しかし大腸癌は広範

な県/′パ節転移や遠隔転移がなければ†進翻 轟で転治癒

切除が盲wJ摘巨で 5年隻一存率も70%以 上と予後良好である邑4㌧

また太腹学期癌は全大腸癌の約旦0′-ノ20%程度と少ない遷洩)

この事より匂我々は現在のところ,大腸癌教団検診の目

的は治癒切除可能な進行癌を発見する事を考えている～

そこでへそか 吊､スライ ド3日法では受検者の抵抗感が

強 く,治癒切除可能な大腸癌の発見のためなら‖3法で

充分と考え9我碑は-モか 頼 スライ ド1日法で食事制

相違なしで太腹癌検診を始めた一しかし要精検率が且0%前

後と高く,lmirj覚診者に尉する偽陽性率 (洩-凋 %)や

賄検者に対する偽陽性率 縄0-70,0,6)が轟く検診効率が

悪い 愛た-そか しトスライドは特異性を高めるたこめ感

度を低 く設定 してあり,3日法でも偽陰性が否定できな

い事が問題であると考えられている.我々が行-｡た巻地

区での3年間の逐年検診でも,9名車増名 (44･▲4%)鶴

の大腸癌が過去2年間の検診で7兇落とざれている.こ

の感度と特異度の問燦を解決 し 登場 したのが主に人の

血液のみをこ反長吉する免疫学的僚潜血反応である･現在ま

でに素 線,5齢ように多数の免疫学的僚潜血試薬が発売

され,その各射こ-弟 ､ての感度ペコ絡熟度をこ関して多くの

捕lli,JI.弓二言 いいIr∴rい.L~I'

それだ〟)の検討より免疫学的健勝血テハスを､は食事制限を

必要とせず手蔓巨〇日3法及ぼ2㌢嘗法でへそか レトスライ

ド議書闇三よりも偽陽性が少なくI特異度が高い結果が碍

綻凍 ている灘)PJ呈)料

我々の検討でもラチッjjス凝集法と 隠-PHA 法は太

腹進行癌で90-蓬を)0%の陽性率を示 し,へそカルトスラ

イド2日法よりも感度が良好であり,旦986年の大腸癌検

診から用いている,その結果,新潟市の検診で要精棟者

を日 野,Oほ で絞 りァ略綬者に対する偽陽性率を37･0,%'き

受診者EIこ対する絡陽性率を0.43%まで減少させる挙がで

きき且つ太腺癌を0.33%発見でき予極めて検診効率が良

好であ-->たヤ今後健潜血テストをこよる太腹癌検診は免疫

学的僚潜流i反応が主流となると推定されるが,問題点の

iつとLて,我ノ奇が 音更′--P音用 法で縛った検診で千変精

換率において亨新潟市のような都市 日.12鮒 と巻町の

ような郡部 鳩.93%√)ではき大きな差が鼠ど)れた事であ

る,これは健巌で健潜血テガ､賢､の陽性率が変わるためで,

変わらないような工夫が必書賢である今なお検診の費用の

面では亨免疫学的健潜血テ射再こよる大腸癌検診は胃検

診と同様闘私党兇効率獲)良好22)管.通常67_)硬潜血スラ

イ ドによる大勝癌検診｡と比較 Lて転, 1人の大腸癌を発

毘するに資する費用は同程度慧3)と報告されている. し

かL′免疫学的健潜血テス トの偽陰性率がどの程度か号免

疫学的健潜血テスト単独で大腸癌検診は良し明 かなど検

討課題もまだまだ多い.現在数多くの免疫学的健潜血反

応が発売されているが,どの健潜血テストが巌も検診に

着用であるかばきはっきりしていないのが現状であを3,

多くの施設でいろいろな検診法を試み,大腸癌検診の方

法論を確立することが急務である.
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鳳擬癌をめやる諮問畿

ま と 耗)

健勝虚もテストをこよる太腹癌検診を新潟市と巻町で汚い晋

関睡太腺癌を発見した.今回の検診よりや健勝ぬテ戊卜

による太腹癌検診は見遣望4)の癌集団検診の魚棒を粛然こ

し予今後大腸癌の教団検診の主流となると考えられたt

ま溌三傑潜血テ封､闘志且日法で発見効率が良く労費絡検

率と偽陽性率が低い免疫学的健潜血テストが有周であっ

た野本研究の息都は新潟県医師会学術研究助成金の補助

十､芝汗仁
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